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① Web申込 ②カウンター
受取

「取置完了」の
メール受信から
７開館日以内

③ 利用

開館時間中は
ずっと図書館内で
利用できます

詳しくは
Webへ！

※書庫資料取り置きフォーム

https://www.lib.hit-u.ac.jp/contact/

contactlist/reserving-stack/

専用フォーム※

から５冊まで
申込可能

＝現在トライアル実施中＝

このほかにトライアルを多数実施しています。この機会をお見逃しなく！
現在実施中のトライアルは下記をご参照ください。

⇒ https://opac.lib.hit-u.ac.jp/opac/gateway/list/purpose/11/

新規データベーストライアルのお知らせ

以下のデータベースのトライアルを開始しました。ぜひこの機会にご利用ください。

朝日新聞社が1935年～1945年に台湾、朝鮮、中国、旧満州（中国

東北部） の読者向けに発行していた「外地版」をデジタル化（紙面イ

メージPDF）したものを収録。

●トライアル期間：2025/11/1-2025/12/31●

＝現在トライアル実施中＝

このほかにトライアルを多数実施しています。この機会をお見逃しなく！
現在実施中のトライアルは下記をご参照ください。

⇒ https://opac.lib.hit-u.ac.jp/opac/gateway/list/purpose/11/

【リモートアクセス可】
https://opac.lib.hit-
u.ac.jp/opac/gateway/list
/search/kywd=SITE203/

★朝日新聞クロスサーチ 朝日新聞縮刷版
「戦前の外地版」

卒論・修論の閲覧はWeb予約で！
Web予約なら、カウンターでの待ち時間なし！

平日夜も土日祝日も 卒論・修論が利用できます

https://opac.lib.hit-u.ac.jp/opac/gateway/list/search/kywd=SITE203/
https://www.lib.hit-u.ac.jp/contact/contactlist/reserving-stack/
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著書紹介コメント寄稿と図書寄贈のお願い

教員のみなさまへ

図書を刊行されましたら、ぜひ著書の紹介文をお寄せください。

大学ウェブサイト「一橋教員の本」に掲載し、

研究成果の発信を支援いたします。

https://www.hit-u.ac.jp/academic/book/

寄贈いただいた場合は、附属図書館本館2階

「教員著作寄贈図書コーナー」にて展示・紹介いたします。

1. コメント寄稿フォームから著書の書誌情報と紹介文を送信

フォーム：https://forms.office.com/r/cPAv2yaspY

→大学ウェブサイト「一橋教員の本」に掲載します。

2. 図書をご寄贈いただける場合

→氏名・連絡先を記入した「本学教員著作寄贈連絡用紙」を添えて、

学術情報課 学術情報係へお持ちください。

問い合わせ 学術情報課学術情報係（図書担当） Mail: lib-tosho@ad.hit-u.ac.jp

お手続き方法

研究成果をウェブサイトで発信しています

「研究者のためのクリエティブ・
コモンズ・ライセンス入門」セミナー
を開催しました！

10月29日（水）、オープンアクセスの理念を広める国際イベント「オープン
アクセスウィーク」に合わせて、「研究者のためのクリエティブ・コモンズ・ライ
センス入門」セミナーを開催しました。近年、論文公開時にCCライセンスの
選択を求められる場面が増えており、学内でも関心が高まっています。
講師には、著作権やオープンアクセスに精通されている人間文化研究機構
の鈴木康平先生をお招きし、 CCライセンスの基本や注意点についてご講演
いただきました。最初に付与する時点でどのCCライセンスにするかを慎重に
判断する必要がある点や、書籍化を検討している論文に付与するCCライセ
ンスに関する留意点など、後から後悔しないための情報がたくさん提示され
ました。セミナーの資料は本学機関リポジトリ（HERMES-IR）で公開して
います。論文をOA出版する予定の方はぜひご覧ください！

http://hdl.handle.net/10086/0002061104

http://hdl.handle.net/10086/0002061104

